社会科教育研究社版『社会科教育』（1947-1951年）に関する考察 by 茨木  智志




























                                                   
１ 佐藤伸雄氏への聞き取りは以下の通り。「《インタビュー記録》歴史教育体験を聞く 佐藤伸雄先生」
『歴史教育史研究』2 号、2004 年 10 月（2004 年 1 月 6 日のインタビューの記録）。および 2006
年 6月 24 日の電話での聞き取り。 
２ 山崎喜与作について、佐藤氏によれば、福島県会津出身であること、当時、40歳代ではなかった
かということ以外に、詳しいことは不明である。本誌の終刊後は、日本地理教育学会会誌である『新
地理』第 1輯（1952 年 4月）～第４輯（1953年 5月）の「発行者」に名前がある（編集者は日本
地理教育学会代表内田寛一、発行所は帝国書院。ただし次号である 1953年 10 月の第 2 巻第 1号か
ら「発行者」は同学会に改められている）。同学会の「会員名簿」（『新地理』第 1輯、1952 年 4月）、






たとのことである。1949 年 4 月からは、3 月に新制暁星高校を卒業した佐藤伸雄氏が
入社して、山崎と二人で編集に従事することになる５。佐藤氏にとって、山崎は暁星






















   
２．『社会科教育』の発行 
２－１．本誌の発行状況と内容構成の概要 
 1947（昭和 22）年 5 月から 1951（昭和 26）年 5 月までの 4 年余りの期間に、以
下のように、第 38 号まで発行された。B5 版で、表紙･裏表紙のみ二色または三色刷
りであった（最終の第 38 号のみがA5 版）。 
 
 
                                                   
５ 本誌の「鳴海」の記名は佐藤氏によるもの。また、「稲谷」は山崎によるものと推測される。 






表 1 『社会科教育』の発行状況および特集･ページ数･価格等 






創刊号 1947年 5月 1日 ― 40 15 B5 版(以下同じ) 
第 2号 6 月 1 日 小学校の社会科 40 15  
第 3号 7 月 1 日 中学校の社会科 40 18  
第 4号 8 月 1 日 学習研究号 36 18  
第 5号 9 月 1 日 単元の取扱 36 18  
第 6号 10 月 1日 学習効果判定号 32 18  
第 7号 11 月 1日 教科書研究号 32 18  
第 8号 12 月 1日 児童研究号 32 18  
第 9号 1948年 1月 1日 教材構成号 32 20  
第 10号 3 月 1 日 家庭連絡号 32 20  
第 11号 4 月 1 日 学習動機と興味 32 25  
第 12号 5 月 1 日 劇的表現 32 25  
第 13号 6 月 1 日 集団活動 32 30  
第 14号 9 月 1 日 手による表現 32 30  
第 15号 10 月 1日 コア・カリキユラム 32 30  
第 16号 12 月 1日 史的教材取扱 32 30  
第 17号 1949年 1月 1日 地理的展開 32 30  
第 18号 2 月 1 日 農村社会科 40 40  
第 19号 3 月 1 日 特別活動 40 40  
第 20号 5 月 1 日 カリキュラム 40 40  
第 21号 6 月 1 日 学習能力 40 40  
第 22号 7 月 1 日 特殊児童と社会科 48 50  
第 23号 8 月 1 日 コア・カリキュラム批判 48 50  
第 24号 9 月 1 日 単元学習 48 50  
第 25号 10 月 1日 学校図書館と社会科 48 50  
第 26号 11 月 1日 現場学習 48 50  
第 27号 1950年 1月 1日 職業教育と社会科 48 50  
第 28号 2 月 1 日 企画・構成活動 48 50  
第 29号 3 月 1 日 社会科と評価 48 50  
第 30号 5 月 1 日 歴史教育 52 50 以下、社会科教育協会編集 
第 31号 6 月 1 日 視覚教育 48 50  
第 32号 8 月 1 日 自由か、規律か 52 50  
第 33号 9 月 1 日 教科書の批判と取り扱い 48 50  
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第 34号 10 月 1日 社会科と国語教育 48 50  
第 35号 12 月 1日 社会科と郷土研究 48 50  
第 36号 1951年 2月 1日 社会科と新聞 48 50  
第 37号 3 月 1 日 進学と就職 48 50  
第 38号 5 月 1 日 新単元をどう生かすか 64 55 A5 版 
注：創刊号から第 38号の『社会科教育』（社会科教育研究社）により作成。価格の単位は円である。 
 
「毎月一日発行」とされているが、この間の 11 ヵ月分（1948 年 2 月・7 月・8 月・




















30 号以降は、「時評」として終刊まで継続された。書評･文献紹介も第 8 号（1947 年
12 月）以降、様々な名称で継続された。投稿意見は、最終の第 38 号（1951 年 5月）
を除いて、特定の欄を設けて掲載してはいないが、短文の紹介は当初から継続されて
いる。なお、「投稿原稿の募集」は創刊号以来、呼びかけられている。ただし、原稿が










その他として、座談会がある。第 10 号（1948 年 3月）以来、8 回行われている１１。








 創刊号には「編輯同人」として以下の 4名が列挙されている。 
 





は、第 3 号（1947 年 7 月）までである。尾崎や海後が、その後、本誌を舞台に精力
的な執筆活動を続けたのに対して、勝田が第 2 号までで本誌での執筆を止めているこ
とと、なんらかの関係があるように思われるが、詳細は不明である。 





高橋磌一（歴教協書記長、〔日本史〕） 福武 直（東大助教授、〔社会学〕） 
松島栄一（史料編纂所員、〔日本史〕） 南  博（日本女子大教授、〔心理学〕） 
宮原誠一（東大助教授、〔教育学〕）  和歌森太郎（〔東京〕文理大教授、〔日本史〕） 
 注：これに山崎喜与作が入る。第 33号（1950年 9月）から岡津守彦が加わる。〔 〕は引用者に
よる補足である。 
 
                                                   
１０ 佐藤氏によれば、原稿の基本は、依頼によるものであったと記憶しているとのことである。 





























発刊もしくは復刊される中で、本誌が発刊された 1947 年 5 月に「社会科」と銘打っ
た全国誌は存在しなかった。その後、各地域を含め、「社会科」の発刊が進められた。
何よりも本誌にとって影響が大きかったのが、『カリキュラム』の創刊であった。1948
年 10 月にコア･カリキュラム連盟が結成され、1949 年 1 月に『カリキュラム』第 1
号（誠文堂新光社発行）が月刊誌として創刊された。『カリキュラム』は第 1 号を 1
万部印刷した後に、5000 部増刷したほどの支持を集めた１７。1 年後（1950 年）には
                                                   












の読者を奪われた形になったものと思われる。前述した 1950 年 5 月からの本誌の「社
会科教育協会」による編集も、コア・カリキュラム連盟への対応と見なすことができ
る。それでも、中学や高校の社会科教師は対象として残されていたはずであるが、1951











 論説と実践報告は、254 の執筆者により、415 本が掲載されている。その所属等に
よる内訳は次のとおりである。 
 
表 2 『社会科教育』における論説･実践報告の執筆者の内訳 
所属等 人数 本数 割合  
文部省関係者 19 人  56 本 13.5%  
中央教育研究所員 5 人  29 本 7.0% 
大学等の研究者 42 人  67 本 16.1% 
                                                   
１８ 同前、199 頁。 
１９ 表 3の論説･実践報告の執筆回数 4回までの者について、コア･カリキュラム連盟との関係を見る
と、倉沢剛（役員）、海後勝雄（発起人、役員、幹事長）、重松鷹泰（発起人、役員･副委員長）、馬
場四郎（発起人、役員）、金子孫市（幹事）、日下部しげ（勤務先が加盟校）が該当している（『カリ
キュラム』第 1 号、1949年 1月）。中野光･同上書（191頁）によれば、『カリキュラム』第 1号か
ら第 5号までに誌面で公表された加盟校（団体を含む）の数は全国で 190 団体、その内、附属学校
が 49校に及んでいる。その加盟校のほとんどは小学校であり、加盟者のほとんどは小学校教師であ















附属小学校 3 校  3 本 0.7% 
公私立小学校教師 33 人  42 本 10.1% 








附属中学校 2 校  2 本 0.5% 
公私立中学校教師 31 人  37 本 8.9% 
公私立中学校 2 校  2 本 0.5% 
高等学校教師 12 人  23 本 5.5%  
研究会 11 団体 12 本 2.9% 
その他 11 人  17 本 4.1% 
不明 13 人  20 本 4.8% 
編集部 3 人  16 本 3.9% 
米国 
人等 
占領軍関係者 3 人  6 本 1.5% (米国人等小計) 
7.0% その他の米国人等 19 人  23 本 5.5% 


















                                                   











表 3 『社会科教育』における論説･実践報告の執筆回数上位者 
回
数 
氏 名（所 属） 
執筆号 
前半 後半 
11 山崎喜与作（本誌主幹） 1,2,7,14,17,18,19 23,27,36,37 
10 倉沢剛（中央教育研究所） 4~9,11,12, 26,31 
9 上田薫（文部省） 1,6,8,14,15,18 24,25,32 
8 班目文雄（東京高等師範学校） 3,7~9,13,16,17,19 ― 
7 尾崎乕四郎（文部省） 1~3,7,17 35 
7 海後勝雄（中央教育研究所） 1,9,13,15, 20,25,26 
6 重松鷹泰（文部省） 1~4,9 23 
6 矢口新（中央教育研究所） 3,5,7,18 23,29 
6 小山昌一（東京第二師範附属男子部小学校） 8,10,12 21,22,33 
6 小島仁一（千葉県佐原高等学校） ― 30,34~38 
6 小沢謙一 5,6,9,12,15,16 ― 
5 馬場四郎（文部省研修所） 2~4,13 32 
5 金子孫市（東京文理大） 19 24,25,27,37 
4 青木誠四郎（文部省、東京家政大） 8,11, 20,28 
4 大野連太郎（文部省） 15,17 20,33 
4 田中正吾（中央教育研究所） 6,11 21,24 
4 日下部しげ（東京都桜田小学校） 5,12,13 29 
4 山口弥一郎（福島県立会津女子高校） 13 21,28,33 
4 高橋磌一（歴史教育者協議会） ― 23,26,37,38 
注：創刊号から第 38 号の『社会科教育』（社会科教育研究社）により作成。論説･実践報告に分類
したもののみを対象としている。「所属」の表記は主なものを示した。「執筆号」の「前半」は創
刊号から第 19 号まで、「後半」は第 20 号から第 38 号までを意味する。同一号に複数の論説を
掲載している場合は、その旨を表記していない。 
 
                                                   





































・『社会科教育史資料 第 4 巻』（上田薫他編、東京法令、1974 年）の中の「初期社
会科の理論と検討」「コア・カリキュラム連盟とそれをめぐる論争」 
・『歴史地理教育』1971 年 7 月臨時増刊号「歴史教育運動の胎動―歴史教育のあゆみ
１―」 
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資料 2 発刊の辞 





























注：『社会科教育』創刊号、1947 年 5 月。「原安三郎」は日本化薬株式会社の社長である。佐藤氏
によれば、山崎は隣組であった原に出資を依頼したとのことである。 
 










































































































































社会科の講座 第三講 社会科の目標、倉沢剛（中央教育研究所員）、29～32 
編集後記 
 



























































新著紹介 三沢勝衛著・河角広編 風土産業、尾崎乕四郎、12 
編集後記 
 








































社会科の講座 第七講 社会調査の方法（二）、倉沢剛（中央教育研究所員）、26～28 
中学校生徒の個人的・社会的適応、アルバ・W・グラハム、29～32 























































































































































































































































教師とハンディキャップをもつた児童〔Education1949 年 1 月号より〕、レオ・エフ・ケイ
ン（サンフランシスコ州立大学教育学教授異常児指導計画係・哲学博士）、40～42 
書評 







































































































 社会科教育研究社編 小学校中学校社会科卖元の基底 



















































































































 日本史卖元１ 原始社会、小島一仁（千葉県佐原高校教諭）、20～25 




 和歌森太郎著 日本史教育の理論と実際〔小石川書房〕、今池久生、35 
 小西四郎著 明治維新（社会科文庫）〔三省堂〕、高橋磌一、35～36 
 村川堅太郎著 西洋史提要〔秀英出版〕、尾鍋輝彦、36～37 
























































 提案 しつけをどう扱ったか、松村謙（東京第二師範女子部附属小学校教諭）、20～23 
 批判１ 「しつけ」の説明がたりない、山田一枝（成城学園教諭）、23～24 
 批判２ 社会科としつけの問題について－松村氏の手記を読んで－、大橋富貴子（お茶の
水大学附属小学校教諭）、24～25 

























 批判 1 社会科教科書とその利用について、山本甫十（東京都中央区立築地小学校教諭）、
8～9 
 批判2 感ずるまま、小山昌一（東京学芸大学豊島附属小学校教諭）、9～10 









  出席者 尾鍋輝彦・大江匡輝・高橋磌一・松島栄一、司会者 山崎喜与作 
時評 「歴史教育」・「ピカドン」－都会の友へのたより－、（X）・（R）、42～43 





































































































































座談会 中学校社会科 改訂卖元の活かし方、18～24 
  松島栄一（史料編纂所員）・高橋磌一（歴史教育者協議会書記長）・松崎るみ（埼玉蕨中
学校）・大江匡輝（安田学園）・今井恒彦（湘单学園）・山崎喜与作（司会） 
時評、17、（N）、34 
日本史卖元８ 明治維新、小島一仁、29～34 
肉体文学その後－大衆文学と社会科－、高橋磌一、35～40 
書評 
 新しい綴方教室・山芋・山びこ学校・子どもの抗議－生活教育の輝ける成果－、まつしま・
えいいち（東大史料編纂所員）、41～43 
 斎藤秋男著「新中国の教育建設」、安藤彦太郎、43～44 
世界史の〝検定教科書〟について、石木誠一（東京・石神井高校教諭）、45～47 
映画教室の指導、熊田進（神戸大学映画研究会員）、50～52 
我が国の天然資源の保護を促進する法案〔CIE提供“School Board Journal”誌より〕、イ
レイン・エクストン、53～54 
紹介  
一郡連合の『名西中学新聞』、（稲谷生）、48～49 
子供と新聞、林田正雄（長崎県单高来郡山田村立第一中学校教諭）、49 
文部省発表 社会科日本史の卖元について、55～64 
紹介 尾崎虎四郎編著『郷土地誌提要』〔三省堂〕、山崎喜与作、28 
読者からの便り、54 
選挙風景雑感、（S）、64 
編集後記 
  
